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今号の紙面から

◇市民協働のまち
◇環境先進都市
◇子育て・保健福祉のまち
◇商業・文化芸術都市

市の将来都市像

２面
町田エコフェスタを開催

４面
知っていましたか？自転
車の交通ルール②

５面
自由民権資料館企画展
「至誠の民権家～村野常
右衛門とその時代」後期
「政友会時代」
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七国山（野津田）の七国山（野津田）の野津田）の

そば畑

　

地
域
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
を
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
応
援
し
、
地
域

活
動
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
る
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
市
民
活
動

に
関
す
る
刊
行
物
や
掲
示
物
に
使

用
し
て
い
き
ま
す
。

○
応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方

○
募
集
テ
ー
マ　
「
市
民
活
動
・

地
域
活
動
を
促
進
し
、
人
と
人
と

を
つ
な
げ
る
存
在
」「
い
き
い
き

と
活
動
し
て
い
る
様
子
」
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

○
応
募
規
定　

次
の
条
件
を
す
べ

て
み
た
す
も
の
①
Ａ
４
版
白
紙

（
縦
）
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
②

平
面
画
像
（
立
体
・
３
Ｄ
は
不
可
）

で
彩
色
し
た
も
の
③
応
募
者
本
人

が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品
で
、

同
一
作
品
が
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
さ
れ
て
い
な
い
も
の
④
募
集

テ
ー
マ
に
合
う
も
の

※
審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
本
体
の
み
で
す
。
背

景
な
ど
は
入
れ
な
い
で
下
さ
い
。

○
応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
作
品
裏
面
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
本
文
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
（
昼

間
連
絡
が
可
能
な
も
の
、
携
帯
電

話
可
）・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

・
作
品
コ
メ
ン
ト
を
明
記
し
、　
１１

月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
市

３０
民
協
働
推
進
課
（
〒　

―
０
０
１

１９４

３
、
原
町
田
４
―
９
―
８
、
町
田

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
、
遍mcity

      

870@city.machida.tokyo.j

                        p  
）へ
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

形
式
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
選
考
及
び
発
表　

キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
選
考
委
員
会
が
、
最
優
秀
作
品

１
点
、
優
秀
作
品
２
点
を
決
定

し
、
表
彰
式
で
賞
状
及
び
副
賞

（
町
田
グ
ッ
ズ
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

最
優
秀
作
品
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
採
用
し
、
作
者
は
地
域
情
報

誌
「
ま
ち
び
と
」
に
掲
載
し
て
広

く
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

○
応
募
で
き
る
作
品
は
、
１
人
に

つ
き
１
作
品
で
す
。

○
選
ば
れ
た
作
品
は
、
使
用
の
際

に
補
作
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
受
賞
者
と
相
談
の
う

え
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
募
集
要
項
（
市
民
相
談

室
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
木
曽
山

崎
・
玉
川
学
園
文
化
の
各
セ
ン
タ

ー
、
町
田
・
南
町
田
の
各
駅
前
連

絡
所
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

に
有
り
）
ま
た
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
３
・

２
８
９
１
返
７
２
３
・
２
９
４
６

　

市
内
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高

齢
の
方
を
、
８
月　

日
に
市
長
が

２６

訪
問
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
て
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
最
高
齢
者
は
１
１
１
歳

の
女
性
で
、
南
大
谷
に
お
住
ま
い

の
瀧
口
ヲ
テ
ル
さ
ん
で
す
。
明
治

　

年
生
ま
れ
で
、
現
在
週
２
回
の

３３デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
以
前
か
ら
歩
く
こ
と
が

好
き
で
、
そ
の
た
め
現
在
で
も
骨

が
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

男
性
の
最
高
齢
者
は
、
高
ケ
坂

の
小
川 
洸 
さ
ん
で
、
現
在
１
０
７

た
け
し

歳
で
す
。
小
川
さ
ん
は
明
治　

年
３７

生
ま
れ
で
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
外

交
的
な
性
格
か
ら
、
外
出
好
き
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ビ
ー
ル
を

好
ん
で
飲
ま
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
１
返
７
２
４
・
１
１
９
０

市
内
の　
　
　
　
 

お
風
呂
屋
さ
ん
で 

入
浴
サ
ー
ビ
ス　

　

大
き
な
お
風
呂
で
、
夏
の
疲
れ

を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

　

町
田
浴
場
組
合
と
市
で
は
、
９

月　

日
の
敬
老
の
日
に
、
市
内
の

１９
お
風
呂
屋
さ
ん
（
公
衆
浴
場
）
で
、

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
を
対

６５

象
に
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。
当
日
、
直
接
番
台
へ
お
申

し
出
下
さ
い
。

　

入
浴
時
間
は
午
後
４
時
～　

時
１１

で
す
。

【
対
象
の
公
衆
浴
場
】

▽
金
森
湯
＝
金
森
１
１
７
７
―
１

（
辺辺
７
９
６
・
５
９
２
６
）

▽
梅
の
湯
＝
森
野
４
―
７
―　
１３

（
辺辺
７
２
２
・
１
３
０
５
）

▽
大
蔵
湯
＝
木
曽
町
５
２
２
（
辺辺

７
２
３
・
５
６
６
４
）

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
７
２
４
・
１
１
８
５

敬
老
の
日 

入
園
無
料
サ
ー
ビ
ス

ダ
リ
ア
園
・
リ
ス
園
へ 

お
で
か
け
下
さ
い

　

９
月　

日
の
敬
老
の
日
は
、　

１９

６５

歳
以
上
の
方
は
入
園
無
料
で
す
。

　

券
売
所
で
年
齢
の
わ
か
る
証
明

書
を
ご
提
示
下
さ
い
。

 
○
開
園
時
間　

午
前
９
時　

分
～

３０

午
後
４
時　

分
（
入
園
は
４
時
ま

３０

で
）

 
○
開
園
時
間　

午
前　

時
～
午
後

１０

５
時
（
入
園
は
４
時　

分
ま
で
）

３０

山
崎
町
１
２
１
３―

１ 

　

７
２
２
・
０
５
３
８

辺辺
町
田
ダ
リ
ア
園

金
井
町
７
３
３―

１

　

７
３
４
・
１
０
０
１

辺辺
町
田
リ
ス
園

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
町
田
市

内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
対
す

る
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
の
減

免
期
間
を
、
２
０
１
２
年
７
月　
３１

日
ま
で
に
延
長
し
ま
す
。

○
対
象　

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
居
住
継
続
が
困
難
と
な
っ
た

被
災
者
及
び
福
島
第
一
・
第
二
原

子
力
発
電
所
の
周
辺
に
お
い
て
、

国
か
ら
避
難
指
示
等
が
出
さ
れ
た

地
域
等
か
ら
の
避
難
者
で
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
方

①
避
難
者
等
が
給
水
契
約
者
で
あ

る
場
合
＝
本
人

②
親
族
等
の
住
居
に
入
居
し
て
い

る
場
合
＝
当
該
住
宅
の
公
共
下
水

道
使
用
者
（
給
水
契
約
者
）

○
減
免
内
容　

水
道
料
金
＝
基
本

料
金
及
び
１
か
月
当
た
り
の
使
用

水
量　

㎥
ま
で
の
分
に
係
る
従
量

１０

料
金
の
合
計
額
に
１
０
０
分
の
１

０
５
を
乗
じ
て
得
た
額
、
下
水
道

料
金
＝
１
か
月
当
た
り
８
㎥
以
下

の
汚
水
排
出
量
に
係
る
料
金
の
金

額○
申
し
込
み　

既
に
減
免
を
適
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
再
申
請
手
続

き
は
不
要
で
す
。
新
規
に
手
続
き

を
す
る
場
合
、
都
営
住
宅
等
の
東

京
都
が
あ
っ
せ
ん
し
た
住
宅
に
入

居
し
て
い
る
避
難
者
の
方
は
申
請

不
要
、
そ
の
他
の
住
宅
に
入
居

し
、
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

に
登
録
し
て
い
る
方
は
、
東
京
都

か
ら
申
請
書
等
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
返
送
し

て
下
さ
い
。　

　

東
京
都
水
道
局
多
摩
お
客
様
セ

ン
タ
ー
で
も
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申
請
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
東
京
都
水
道
局
多

摩
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
０
５
７
０
・
０
９
１
・
１
０

１
ま
た
は
辺辺
０
４
２
・
５
４
８
・

５
１
１
０
）
へ
。

問
業
務
課
辺辺
７
２
０
・
１
８
２
０

　薬師池公園の北西、町田ぼたん園・
ふるさと農具館の近くにある野津田
町の畑では、白くかわいらしいそば
の花が咲き始めました。９月中旬が
見ごろです。
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰ
ビル先２１番乗り場から本町田経由野
津田車庫行きまたは本町田経由鶴川
駅行きバスで「薬師ヶ丘」下車、徒
歩１０分

市
民
活
動
の
シ
ン
ボ
ル

市
民
活
動
の
シ
ン
ボ
ル

市
民
活
動
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

市
民
活
動
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

市長が記念品を贈呈

市内の最高齢は

瀧口ヲテルさ
　ん111111歳

瀧口さんへ市長から花束と記念品を贈呈しました

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

敬老の日

い
き
い
き
ととと

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
　

減
免
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
　

減
免
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

※そば畑周辺には駐車スペースはあ
りません。車でおいでの際は、薬師
池公園駐車場をご利用下さい。
問農業振興課辺辺７２４・２１６６返７２４・
１１８６、ふるさと農具館辺辺７３６・８３８０

懇
談
中
の
小
川
さ
ん

昨年９月撮影


